
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会問題となっている「ネット依存」「ゲーム依存」 社中も他人事じゃありません 

２０１9  12 月三者面談用  

加東市立社中学校 

保健室 

11 月 28 日の神戸新聞１面の

記事です。 

WHO は今年の５月に「ゲーム

障害」を病気として認定しま

した。厚生労働省の研究班に

よると、日本ではオンライン

ゲームを含めた病的なネット

依存が疑われる中高生が推計

93 万人と過去 5 年間で倍増し

ているようです。 

多くの人にとって生活必需品

となってきた「スマホ」。 

付き合い方を考える時が来て

いるように思います。 
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平日の平均インターネット使用時間

してない ～1時間 １時間～ 2時間～ 3時間～ 4時間～

保健部「ネット依存度アンケート」結果より 

新聞記事と社中の調査で「ゲーム時

間」と「ネット時間」と聞き方に違

いはあるものの、社中の平日２時間

以上している生徒が 32％(3 年女

子)～55％(2 年男子)います。 
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平日のネット使用 「使いすぎ」だと思う時間

１時間～ 2時間～ 3時間～ 4時間～ 5時間～ 6時間～

驚きの結果( ;∀;) 

人によって「使いすぎ」と思う時

間数は異なります。 

この結果を見て、現状を使いすぎ

だと実感している生徒が少ないよ

うに思います。 

「平日３時間以上の使用」を昨年度と比較 

３年生（男 9％   女１2％）：2 年時 12％ 

２年生（男 34％ 女 26％）：1 年時 15% 

１年生（男 14％ 女 16％） 

 

～ほけんだより～ NO．10 

「平日３時間以上の使用」過去３年間の推移 

全校生 H29：９％ ➡H30：14％ ➡R１：18％ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットの世界は、「利用する人」にも「あふれる情報」にも壁がありません。利用者が子どもであっても、ネットの 

世界では子ども扱いしてくれません。怖い事件も起きています。ぜひ、ルールや約束を決めてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ルール・約束づくりのポイント＊ 

１ 親が一方的にルールを提示せず、子どもと一緒に考える 

２ ルールは作りすぎず、作ったら壁に張るなどする 

３ ルールは作った後も定期的に見直し、必要に応じて 

更新！決めた約束は、親も一緒に守る。 

４ ルールを決めて終わりではなく、いつも親は子どものネット

利用に関心をもつ。気になることがあれば声をかける。 

おうちの人と決めたルールを書こう！ 

 

・使用時間は…平日             

       休日             

「ネット・スマホ・ゲームのルールづくり」 親子で一緒にしましょう！ 

神戸新聞 11 月 28 日 

昔は、友達と横に並んで TV につないでやっていたゲーム。今は、オンライン上で時間に制限なくスマホで出来ます。 

記事にあるように、今戦闘系のゲームが流行していて、昔にはなかった「課金する・賞金がもらえる」ことも身近だそうです。楽しむた

めのコンテンツに人が呑まれてしまいやすいゲーム環境になっています。オンラインゲーム等を通じて「ネット上の友達が増えた」とい

う生徒も、全校で６０名いました（詳細は次号）。子どもを取り巻く環境は、大人が想像する以上に変化しています。 

 


